
平成 21 年 7 月吉日

各教育委員会教育長様

各 小 中 学 校 長 様

関 係 各 位

岩倉市立曽野小学校長

松 岡 由里子
平成 20・21 年度 丹葉地方教育事務協議会・岩倉市教育委員会委嘱

研究発表会のご案内（第一次）
盛夏の候 皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて、本校は、平成 20・21 年度の 2 年間に渡り、丹葉地方教育事務協議会お

よび岩倉市教育委員会より研究委嘱を受け、子どもが豊かに学び合う教室の創造

を目指して授業改革に取り組んできました。このたび、ささやか実践ではありま

すが、下記のように研究発表会を開催いたします。

つきましては、公務ご多用の折とは存じますが、多数の皆様のご指導を賜りま

すようご案内申し上げます。
記

１ 研究主題 つなぎ つながり 学び合う教室づくり

２ 期 日 平成 21年 11 月 20 日（金）

３ 会 場 愛知県岩倉市立曽野小学校

〒482-0003 愛知県岩倉市曽野町井森 1番地

TEL 0587-66-3214 FAX 0587-37-9515

URL http://www.iwakura.ed.jp/sono-e/T1.htm E-mail sono-e@iwakura.ed.jp
◇◇◇ 研究主題について ◇◇◇

少しのつまずきであきらめてしまう子、仲間の声に耳を傾けようとしない子、沈黙の中

でひたすらノートを書く子…。学ぶことの喜び、他者とつながることの心地よさに未だ気

付けないでいる子どもたちに、私たちは何をすべきなのだろう。黒板を向かせて教え込む

ことに力を注ぐだけの授業では、もはや子どもたちを学びに向かわせることはできない。

今、教室に求められているのは、学ぶ対象と自分とをつなぎ、自分の言葉と仲間の言葉と

をつなぎ、そこで生まれたつながりを通して自分を育んでいくような、学びを主体にした

授業への転換である。私たちは、対象、仲間、自分とのつながりを核とした授業を、学び

合いの中で実現しようと考え、研究実践に取り組んでいる。
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や幼稚園・保育所という制度的保育・教育の場での、子どもと教師・

の学習と発達過程とその発達を支える社会文化的環境について解明す

を研究テーマとしています。教授学習の分野で用いられる談話などの

道具に着目し、子どもたちがどのように書き言葉や教室談話を学び、

を通して授業内容を学習していくのか、また教師は授業をどのように

ンし実践をし省察をしているのか、そこに生み出される関係性を探究

ます。（東京大学ホームページ大学院教育研究科スタッフ紹介ページより引用）

著書・共著＞

もをはぐくむ授業づくり―知の創造へ』（岩波書店、2000）

心・書く心―文章の心理学入門』（北大路書房、2002）

ばの教育と学力』（明石書店、2006）

研究と談話分析 改訂版』（放送大学教育振興会、2007）

の研究 教師の学習―レッスンスタディへのいざない』（明石書店、2007）他多数

名鉄犬山線大山寺駅下車

北東へ徒歩約７００ｍ

※ 本校運動場を駐車場として予定しておりま

す。但し、台数に限りがありますので、できる

だけ公共交通機関をご利用ください。


